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った 3 日脹で調べた。皮筋板は、実験側では対照恨.IJ に比べて、内側・外側方向に短くなっていた。正常脹で、 Pax3 は
皮筋板全体に弱く発現しているが特にその外側に強し、発現が見られる。また品ml は皮筋板外側部にのみ強く発現し
ている。実験側の皮筋板外側部では、 Pax3は皮筋板の他の部域と同様に弱くしか発現しておらず、 Siml の発現は全
く見られなかった。このことは、表皮の影響が失われることによって、皮筋板の外側部が失われたことを示している。
椎板については、組織学的にも、 Paxl の発現パターンにおいても、実験側と対照側で有意の違いが認められなかっ





















められなかった。ところが、 Scleraxisや γ -FBPの発現は実験側で消失していた。これらは、正常任では、隣接する
皮筋板の間の境界付近で発現しているものである。
以上の観察結果から、表皮外脹葉は、皮筋板の外側部、および、隣接する皮筋板の境界近傍の形成に必要であるこ
とがわかった。肋骨遠位部の原基は後者であることが示されているが、表皮外腔葉が直接この肋骨原基に作用するの
か、あるいは皮筋板を介するのかは今後に残された問題である。
以上の成果を得た本論文は、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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